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「
１
０
３
万
円
の
壁
撤
廃
」
問
題
は
、
国
民
民
主
党

と
与
党
の
政
略
が
優
先
さ
れ
、
地
方
は
置
き
去
り
に
な
っ

て
い
る
。
当
市
の
税
収
は
大
き
な
減
収
に
な
る
と
の
こ
と

だ
が
、
今
後
の
施
策
推
進
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
生
じ
る
か
。

　
　

仮
に
個
人
市
民
税
の
非
課
税
限
度
額
が
現
行
の
年

収
１
０
３
万
円
か
ら
１
７
８
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

場
合
、
お
よ
そ
30
億
か
ら
40
億
円
程
度
の
税
収
減
と
な

る
。
こ
れ
に
伴
う
普
通
交
付
税
の
増
加
を
見
込
ん
で
も
、

７
・
５
億
か
ら
10
億
円
の
減
収
に
な
る
と
試
算
し
て
お
り
、

今
後
の
施
策
や
健
全
財
政
の
維
持
を
は
じ
め
、
市
政
運
営

全
般
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
て
い
る
。
家
計
の

負
担
が
増
す
事
態
と
な
ら
な
い
よ
う
、
国
に
お
い
て
十
分

な
配
慮
が
必
要
だ
。

現
行
の
保
険
証
の
継
続
を
求
め
よ

　
　

現
行
の
保
険
証
は
何
の
不
便
も
な
い
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険
証
を
紐
づ
け
る
こ
と
は
や
め
て
、
従

来
の
保
険
証
を
継
続
す
る
よ
う
国
に
求
め
て
は
ど
う
か
。

　
　

当
市
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
、
令
和
６
年
９

月
末
現
在
で
国
民
健
康
保
険
で
は
28
・
５
％
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
で
は
19
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
全
国
平
均
16
・
５
％
、
14
・
８
％
と
比
べ
て
も
高
い
。

国
の
施
策
で
あ
る
た
め
、
一
保
険
者
と
し
て
従
来
の
保
検

証
の
継
続
を
要
望
す
る
考
え
は
な
い
が
、
引
き
続
き
、
市

民
へ
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

令
和
６
年
度
実
施
の
「
若
者
世
代
・
子
育
て
世
代
の

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
、
出
産
や
子
育
て
が
し
や
す
い
と

思
う
割
合
が
前
回
か
ら
約
30
％
減
少
し
て
39
・
９
％
と

な
っ
て
い
る
。
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

　
　

前
回
調
査
時
が
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
時
期
で
満

足
度
が
高
か
っ
た
。
ま
た
、
前
回
調
査
以
降
の
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
よ
り
、
子
育
て
に
不
安
や
負
担
を
感
じ
や
す
い

時
期
が
続
い
た
こ
と
が
要
因
と
分
析
し
て
い
る
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
現
状
は
。

　
　

結
婚
を
希
望
す
る
人
の
割
合
が
８
割
を
下
回
り
、
出

会
い
の
場
づ
く
り
や
企
業
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
促
進
を
求
め
る
声
が
多
い
。
出
産
・
子
育
て
に
関
し

て
は
、
理
想
と
す
る
子
ど
も
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

経
済
的
負
担
や
心
理
的
・
肉
体
的
な
負
担
感
、
仕
事
へ
の

影
響
が
要
因
と
す
る
声
が
増
え
て
い
る
。
し
ご
と
に
関
し

て
は
、
就
労
を
希
望
す
る
職
種
と
現
状
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

や
、
職
場
環
境
や
労
働
条
件
の
改
善
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の

高
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

令
和
７
年
度
予
算
編
成
方
針
は

　
　

物
価
や
人
件
費
の
高
騰
、
財
政
調
整
基
金
の
減
少
な

ど
の
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
ど
の
よ
う
に
事
業

の
改
善
・
見
直
し
・
廃
止
を
行
う
か
。

　
　

創
意
工
夫
に
よ
り
政
策
推
進
の
原
資
を
生
み
出
し
、

限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
効
率
的
・
効
果
的
に
活
用
し
、
歳

入
の
確
保
と
歳
出
の
適
正
化
に
、
よ
り
一
層
取
り
組
む
。

　
　

定
期
接
種
を
令
和
７
年
春
か
ら
始
め
る
と
の
報
道

も
あ
る
が
、
当
市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　

国
は
令
和
７
年
４
月
か
ら
65
歳
を
対
象
に
定
期
接

種
を
開
始
、
65
歳
を
超
え
る
人
も
接
種
で
き
る
よ
う
５
年

間
の
経
過
措
置
を
設
け
る
と
承
知
し
て
い
る
。
上
越
医
師

会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
等
と
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら

体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

農
村
公
園
の
整
備
を

　
　

市
内
の
農
村
公
園
で
は
遊
具
や
砂
場
が
使
え
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
。「
子
育
て
全
国
一
を
目
指
す
」
な
ら
、

子
ど
も
ら
が
遊
ぶ
公
園
が
荒
れ
て
よ
い
は
ず
が
な
い
。

　
　

施
設
の
定
期
点
検
等
、
適
切
な
管
理
に
努
め
、
経
過

年
数
や
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
計
画
的
な
修
繕
や
更
新
、

撤
去
を
行
っ
て
い
く
。
引
き
続
き
、
安
全
を
最
優
先
と
し

た
管
理
に
努
め
、
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

春
日
山
城
を
本
来
の
姿
、
土
の
城
に

　
　

春
日
山
城
跡
の
整
備
は
、
本
来
の
姿
で
あ
る
「
土
の

城
」
復
元
を
徹
底
し
て
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

平
成
11
年
度
か
ら
計
画
的
に
杉
の
伐
採
を
進
め
、
今

で
は
約
１
０
０
年
前
の
古
写
真
に
み
ら
れ
る
丘
陵
尾
根

に
幾
段
に
も
区
切
ら
れ
た
曲
輪
や
空
堀
を
望
め
る
山
容

が
仰
ぎ
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
は
千
貫
門
か
ら
南

は
南
三
の
丸
を
結
ん
だ
範
囲
を
目
標
に
、
杉
の
伐
採
な
ど

植
生
管
理
を
進
め
る
。 滝

沢　
一
成
（
無
所
属
）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

い
よ
い
よ
定
期
接
種
へ

安
田　
佳
世
（
久
比
岐
野
）

若
者
の
結
婚
・
子
育
て
・

し
ご
と
等
へ
の
考
え
は
？

上
野　
公
悦（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

１
０
３
万
円
の
壁
撤
廃

当
市
へ
の
影
響
は
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